
2026 年 3月 6日（金） 

 

１．機関会議等 

 2月10日(火) 第5回 定例理事会 

【議決事項】  

第１号議案 第 57 回通常総会関連事項 決定の件 

第 2 号議案 第 57 回通常総会「代議員定数枠及び その選挙区分と定数」決定の件 

第 3 号議案 第 57 回通常総会「役員定数及び その選任区分と定数」決定の件 

  【協議事項】 

   （1）2025 年度事業活動のまとめと 2026 年度事業計画、事業予算(案) 

（2）第 57 回通常総会議案書 会員報告作成について 

（3）「報道代表者会との懇談会」について 

（4）「2026 年度機関会議スケジュール」について 

【報告交流事項】 

（1）12 月度定例報告及び決算報告 

  ・消費者カレッジ進行状況 

（2）日本生活協同組合連合会中央地連報告 

（3）会員報告 

  【報告事項】 

   （1）パブリックコメント提出（とちぎ食の安全ネットワークとして提出） 

「とちぎ食の安全・安心信頼性の確保に関する基本計画(第 5 次)(案)に愛する意見」 

   （2）第 5 期栃木県食育推進計画  

とちぎ食育元気プラン 2026-2030 パブリックコメント提出 

   （3）「ユニセフ ハンドイン ハンド募金」報告 

   （4）「沖縄戦跡視察件数報告書」配布 

 

 2月2日(月) 第3回 くらし部会 

10 月 30 日に開催した学習会講師、上野和子様からの御礼と第 2 回学習会の確認や第 5 回部

会の報告提出依頼などについて報告を行いました。次年度以降のくらし部会の部会運営では、

部会長の選任や日程について確認を行いました。部会長の任期は 1 年とし、2026 年 7 月から

参加会員の輪番制になります。 

 

２．行政 

 2 月 3 日(火) 栃木県消費生活安定対策審議会（参加委員：赤羽専務理事） 

第 3 期（2026 年度～2030 年度）栃木県消費者基本計画素案に対するパブリック・コメント

の実施結果について、第 3 期栃木県消費者基本計画案について栃木県生活文化スポーツ部く

らし安全安心課より説明がされ、意見・要望と質疑を行いました。この審議会で協議した内

容を踏まえ、令和 8年 2月 12 日に第 3期栃木県消費者基本計画が公表となります。 

 

 2 月 9 日(火) 第 35 回 とちぎ食の安全・安心推進会議（参加委員：塚原副会長理事） 

今回の審議会は、「とちぎ食の安全･安心・信頼性の確保に関する基本計画（5 期計画）」

の修正案の協議がメインとなっており、加えて「令和 8 年度栃木県食品衛生監視指導計画

（案）」に関する報告と共有が行われました。 

2026 年 2 月度 栃木県生協連 定例報告 



前者の基本計画については、前回の会議（2025 年 7 月）で発信された意見・提言等、およ

びパブリックコメント（6 件・9 項目）をもとに検討された修正案が提示され、並行して各意

見等に対する栃木県による考え方や対応（計画・施策への反映等）などについて説明がされ、

あわせて協議しました。本計画の体系は 3 の基本目標・16 の施策目標・39 の個別施策となっ

ていますが、本日の協議に基づき個別施策についての検討が継続されることとなりました。

尚、本計画は 3月末の確定後に広報を行うことが確認されました。 

後者の監視指導計画については、食品事業者を対象とした「監視指導計画」「収去検査」

その他、県民の健康保護を図るための実施7項目に亘る計画案が報告されました。本計画は今

年 4月からの 1年間を実施期間として策定するものですが、項目および概要等については既存

の計画を概ね踏襲するものとなっており大きな変更はありません。 

 

 2月9日(月) 第2回 宇都宮市食品安全懇話会 

令和 8年度宇都宮市食品衛生監視指導計画の策定、宇都宮市で発生したウェルシュ菌によ

る食中毒事例についてについて説明がありました。食品衛生監視指導計画では、中小事業者

のＨＡＣＣＰを取り入れた実施状況、食中毒発生の未然防止の徹底、広報誌の記載内容につ

いて、ウェルシュ菌による食中毒事例については、他業者へ再発防止の周知についてなど、

質疑や意見が出されました。 

 

 2月19日(木) 食品安全講演会 

   ■「食べ残し持ち帰り促進ガイドラインと身近な食品衛生」 

    講師：星薬科大学薬学部薬学科 微生物学研究室 教授 工藤 由起子 氏 

   ■「mottECO（モッテコ）で推進する官民連携の食品ロス削減」 

    講師：ｍｏｔｔＥＣＯ普及コンソーシアム 代表 中上 冨之 氏 

 

 2月26日(木) 2026年度 栃木県・足利市総合防災訓練第1回会議 

 令和 8（2025）年度の栃木県・足利市総合防災訓練の第 1回全体会議が、栃木県あしかがフ

ラワーパークセンターにて開催されました。従来の劇場型の訓練ではなく、実働型の訓練を

行うとして、足利市内各所（全７か所）に分かれてその場その場で想定される訓練を行うと

の説明がありました。１か所に集まっての訓練ではないことから、ＷＥＢで各所の訓練状況

を繋ぎ、本部で一括管理を行うなど、新しい訓練方法の提案がされました。 

訓練の開催日は、9月 5日（土）です。 

 

３.その他 

 2月3日(火) IYC2025国際協同組合年 栃木県実行員会 交流会 

2025年国際協同組合年のまとめとして実行委員会を構成する13団体がそれぞれの組織・事

業概要やIYCの趣旨を踏まえて2025年に進めてきた取組み、組織が抱える課題や成果等につい

て報告を行いました。報告後にはJCA(日本行動組合連携

機構)より来賓でお越し頂いた横溝部長から、全国の県

域におけるIYCの取組み状況について報告を頂きまし

た。最後に、実行委員会13団体の今後の活動のひとつと

して「防災に係る共同宣言」の提案を行い、防災・減災

の取組を継続的に推進していくことを確認しました。  

 

 



 2月6日(金) 2025年度都道府県協同組合連携組織全国交流会議(参加委員：赤羽専務理事) 

※ZOOMオンライン参加 

日本協同組合連携機構より、今年度は2025国際協同組合年にあたり、各地での取り組みを

共有し合い、次年度以降の活動につなげるための交流の場として開催されました。事例報告

では8ルームに分かれて各県より40の取り組みが報告され、感想・質疑など行い交流しまし

た。イベントでの一般の方の参加の難しさ、協同組合についての学習・教育、人の育成の大

切さなど各県・各組織の問題意識が出されました。    

 

 2月19日(木) 栃木県労働者福祉協議会幹事会（参加委員：赤羽専務理事） 

事務局の活動、各種会議の報告の報告がありました。また、国際交流（中国浙江省壮行会

第14次友好訪中団）派遣の延期、労働者福祉講座の開催、福祉リーダー塾の塾生派遣、定期

総会、役員変更等について報告がされ協議しました。 

 

 2月20日(金)  日本生協連 中央地連 大規模災害対策協議会 第2回全体会議 

東京管区気象台より観測技術指導官の織田周氏を講師に迎え「防災気象情報とその利活用

について」をテーマに、近年の気候変動の傾向をもとに、防災気象情報についての正しい知

識、令和8年5月から運用開始となる、新しい防災気象情報の読み取り方、対応などについて

学習を行いました。その後「中央地連 大規模災害対策協議会規程」の確認報告や災害発生時

の初動チェックリストの再確認を行った他、各団体の報告と交流を行いました。最後に、次

年度の無線訓練を含む会議日程の確認提案がされました。 

 

 2月22日(日)  食と農を考えるフォーラム 

JAグループ栃木主催で「食と農を考えるフォーラム」が開催されまし

た。栃木県の農業生産基盤や生産出額、担い手の推移、米の安定供給に向

けた取組みや地域貢献活動の状況などについて報告を受けた後、下野新聞

社 編集局報道部の記者である東山聡志氏を講師に迎え、「取材を通して食

と農に感じること」をテーマに講演を頂きました。講演後はお笑いタレン

トの小島 よしお氏によるネタ＆トークショーが行われました。 

 

 

 2月24日(火)  生協法制度2028年度見直しに向けた要望の学習会≪ZOOM参加≫ 

   ■生協法の構造及び問題点 

    日本生協連 顧問弁護士 山本昌平 氏 

■生協法改正の経過及び生協の現状 

    日本生協連・渉外広報本部長 松本圭司 氏 

■今回の要望及び要望の背景について 

    日本生協連・常務執行役員 多村孝子 氏 

 

 

 

 



 2月9日(月)第9回 クリーンアップ・ウォーク（定期ゴミ拾い）  

地域への環境活動として、県連事務所付近と県道64号線から宇都宮駅東口付近までのエリア

でゴミ拾い活動を行いました。           （午前中実施） 

 ＜目的＞ 

（1） 環境美化保全 

（2） プラスチックごみの海洋への流出を防ぐ、生態系配慮 

（3） リサイクル可能ゴミの有効活用、CO2排出削減 

 

 

 

 
１． とちぎ食の安全ネットワーク 

 2 月 5 日（木）とちぎ食の安全ネットワーク 世話人会 

1．学習会「健康的な食事から『持続可能で健康的な食事』への転換提言とそれを受けたＥＵの

『タンパク質転換』の動向」 

  講 師：宇都宮大学名誉教授 宇田 靖 氏 

2．令和 8（2026）年１月 15 日（木） 

 「食の安全に関するリスクコミュニケーション」アンケート結果について 

3．2025 年度の取組み報告と 2026 年度の計画（案）について 

4．各団体からの報告、参考資料 

 

２． とちぎ消費者ネットワーク 

 2 月 消費者カレッジ開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県生協連 2026 年 3 月度、4 月度の活動予定 

開催日・開催校 講師 演題 人数 

2 月 2 日(月) 

栃木県立栃木工業高等学校 

山口益弘法律事務所 

弁護士 山口 益弘 氏 

若者が巻き込まれやすい消費者トラブルにつ

いて 

123 名 

ネットワーク活動 



2026 年 3月 6日(金) 

 

栃木県生活協同組合連合会 

2026 年 3 月度予定 

2 日 (月) 2025 国際協同組合年 栃木県実行委員会 第 7 回検討会 

5 日 (木) ～6 日(金) 全国青年・女性漁業者交流大会 

9 日 (月) 地域生協部会 共済推進情報交換会 

10 日 (火) 第 5 回 常務理事会 

第 6 回 とちぎ消費者ネットワーク 幹事会 

消費者カレッジ（栃木県立宇都宮商業高校 定時制） 

11 日 (水) とちぎ農産物マーケティング 

みどりの戦略学習会 

14 日 (土) 栃木いのちの電話開局 45周年表彰式 

16 日 (月) IYC2025 国際協同組合年 栃木県実行委員会 解散式 

17 日 (火) 2027 年介護保険制度改定内容学習会 

25 日 (水) 日本生協連中央地連運営委員会 

地域生協部会セットセンター見学 

26 日 (木) とちぎ消費者ネットワーク 消費者問題学習会 

29 日 (日) ふれあいコープ全体会議 

    

2026 年 4 月度予定 

2 日 (木) 第 1 回 とちぎ食の安全ネットワーク世話人会 

7 日 (火) 第 6 回 定例理事会 

10 日 (金) 栃木県報道代表者会と栃木県生活協同組合連合会との懇談会 

15 日 (水) 消費者カレッジ（自治医科大学 看護学部） 

16 日 (木) くらし部会 学習会 

20 日 (月) 栃木県協同組合連絡会 

21 日 (火) 第 6 回 常務理事会 

22 日 (水) 栃木県労働者福祉協議会 幹事会 

25 日 (土) 栃木県メーデー中央大会 

28 日 (火) 第 1 回 とちぎ消費者ネットワーク 幹事会 

    


